
平成17年7月

　各　　位

　　　　　　　　　(財)年金総合研究センター

フォーラム開催のご案内

『企業と企業年金』
～どうする？！年金インパクトとガバナンス～

　時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

　さて、今般のフォーラムは、母体企業の経営者にとっては「企業価値の向上」、年金基金運営者にとっては「加入者・受給

者の年金受給権の確保」といったそれぞれの果たすべき役割を踏まえ、これら双方の達成に向けて、年金基金及び母体

企業の関係のあり方や取り組むべき施策の方向性を模索することとしています。

　企業にとって企業年金は、有能な人材の確保・保持を実現するツールとしての機能がありますが、退職給付会計の導入を

受け、財務に対するリスク要因ともなっており、年金制度の運営をどのように行うかは経営上の重要課題となっています。

　今回のフォーラムが、企業の財務政策及び人事政策から企業年金をどのように評価するのか、また、望ましい年金ガバナ

ンスはどのようなものか等について、今後の企業年金運営に有益な示唆を汲み取っていただく機会になれば幸いです。

記

1. 　日　時 平成17年8月5日（金）　13：30～16：30　 （12：30　開場）

2. 　会　場 東海大学校友会館　「望星の間」

　　千代田区霞ヶ関3-2-5 霞ヶ関ﾋﾞﾙ33階　　　　　　TEL　03-3581-0121

3. 　プログラム

13：30～ 開会挨拶

13：35～14：35 基調講演① 　「企業と企業年金のガバナンス」

　神田秀樹 東京大学大学院教授

14：35～15：05 基調講演② 　「企業年金と企業価値」

　佐々木隆文 日興フィナンシャル・インテリジェンス　シニアアナリスト

15：05～15：20 休　憩

パネル･ディスカッション　「企業経営と企業年金運営のあり方」

15：20～16：30 ﾊﾟﾈﾘｽﾄ 　河原信次 東芝企業年金基金運用執行理事

　神田秀樹 東京大学大学院教授

　佐々木隆文 日興フィナンシャル・インテリジェンス　シニアアナリスト

　山口　登 ジェイテイービー企業年金基金副理事長

　山本御稔 監査法人トーマツ　金融インダストリーグループ　参与

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 　小田一博 年金総合研究センター主任研究員

（50音順）

4. 　参加費 賛助会員は無料、その他は5,000円（開催費実費として）

5. 　申込要領 別紙参加申込書に記入の上、FAX（03-3509-1663） にてお申込下さい。

*フォーラム内容についてのお問合せは、研究部　小田（3509-1662　研究部直通）までお願い致します。

2005.08.05 ありがとうございました。
お陰さまで120名ご参加いただき終了しました。
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